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1．はじめに

島根県邑智郡邑南町の高見地域（旧・瑞穂町高見）
には備北層群に相当する海成中新統が小規模に分布し，
貝類化石を多産することから，層序学的・古生物学的
な観点からの研究が多数行われてきた（例えば，坂之
上・高安，1984；岡本ほか，1986）．地元の高海自治会
では，化石産地を保全するとともに，一般向けの化石
発掘体験を開催している．近年，この地層から原始セ
イウチ類 Neotherium mirumの化石が発見され，それが
本種の最古かつ太平洋側の最西端・最南端の産出であ
ることが報告された（Tonomori et al., 2021）．したがっ
て，本地域の中新統の年代を明らかにすることは重要
な意味があると考えられるが，これまでに示準化石と
なる浮遊性微化石の報告がなく，庄原地域の備北層群
との対比により間接的に年代が推定されているに過ぎ
なかった．
高見地域の中でも北部は岩相が相対的に細粒となり，
野村（1989）により 4試料から底生有孔虫化石が検出
されている．本研究では，有孔虫化石が産出する可能
性の高い北部に焦点をあて，浮遊性有孔虫生層序を検
討した．

2．地質概説

本研究の調査対象地域は，邑南町高見の馬場地区か
ら荻原地区にかけての，東西約 1.8 km，南北約 2.5 km
の範囲である（図 1）．調査地域内の中新統は，東側を
古第三系の乙原花崗岩，西側を白亜系の邑智層群流紋
岩質凝灰岩の基盤岩類に挟まれ，緩やかな盆状構造を
なして分布する．基盤岩類との境界は，基底礫岩を伴
う不整合となっている．中新統の傾斜は最大でも 30°
未満であり，平均 10°前後である．中新統は，下部の
アルコース質粗粒砂岩～シルト質砂岩層と，上部の黒
色泥岩層とに大きく 2分される．下部のアルコース質
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粗粒砂岩層は層厚 10～20 mであり，しばしば数 m以
下の礫岩層を挟む．礫種は花崗岩で，角礫および円礫
がともにみられる．砂岩からは，Tateiwaia tateiwaiなど
の浅海生の貝類の印象化石を多産する．このアルコー
ス砂岩層は，調査地域の西部に分布するシルト質砂岩
層と指交関係にあると考えられる．シルト質砂岩層は
塊状で，植物片などの化石を含む他，後述の有孔虫化
石を産出する．上部の黒色泥岩層は少なくとも 50 m以
上が露出しており，まれに深海生二枚貝 Propeamussium 
tateiwaiの化石を含む．

3．材料および方法

微化石分析に供した岩石試料は，下部のシルト質砂
岩から 1試料，上部の泥岩から 11試料を採取した（図
1，図 2）．採取にあたっては，露頭表面をツルハシで
掘り込み，風化の程度の低い，新鮮な岩石を採取する
よう努めた．
採取した岩石は 60℃のオーブンで乾燥後，硫酸ナト
リウム法およびナフサ法（山崎・堂満，2013）で処理
し，構成粒子に分解した．処理後の残渣から 125μm以
上の有孔虫個体を双眼実体顕微鏡で観察し，拾い出し
た．ここまでの分析で，浮遊性有孔虫化石がシルト質
泥岩の 1試料のみから産出したため，島根大学総合理
工学部に保管されている星野（2007MS）が採取した
シルト質砂岩の処理済み残渣試料 3試料（HZ-161, HZ-
296, HZ-297）を追加検鏡した．この 3試料は，本研究
で分析したシルト質砂岩の 1試料と近い層準のもので
ある（図 2）．年代決定上重要な種については，電子顕
微鏡（日本電子製 JCM-5000）で表面構造の詳細な観察
と写真撮影を行った．

4．結果と考察

下部のシルト質砂岩層の 4試料より，19種の浮遊性
有孔虫化石が産出した（表 1，図 3）．化石の保存は不
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図 1　 調査地域の地質図および断面図．走向傾斜データの一部は先行研究（星野，2007MS）を引用した．基図
には国土地理院による地理院地図を使用した．試料採取地点について，有孔虫が非産出の地点を白色の×
印，有孔虫が産出した地点を黒色の×印で示した．その中でも，浮遊性有孔虫が産出した地点については
試料番号を示した．断面図の縦横比は 1:1である

良で，殻の変形・破損が普遍的に認められた．群集は
Globigerina angustiumbilicataとGlobigerina praebulloides
の 2種が多産し，これら 2種で産出個体の 6割以上を占
める．年代決定上重要な種として，試料 HZ-296および
HZ-297からPraeorbulina sicanaが産出した．P. sicanaは
Blow (1969) の浮遊性有孔虫化石帯 N.8帯の基底から出
現する（Wade et al., 2011）．日本では三重県一志層群で

本種の初産出層準が認められ，凝灰岩の放射年代測定
により約 17 Maの年代値が求められている（Hoshi et al., 
2019）．したがって，P. sicanaの産出はシルト質砂岩層の
年代の下限が約 17 Maであることを示す．一方，浮遊性
有孔虫化石を産出した4試料はいずれもParagloborotalia 
continuosaを含み，その巻き方向は右巻きと左巻きが
ほぼ同数となっている．P. continuosaをはじめとする

図表の説明 

 
図 1 調査地域の地質図および断面図．走向傾斜データの一部は先行研究（星野，2007MS）
を引用した．基図には国土地理院による地理院地図を使用した．試料採取地点について，有

孔虫が非産出の地点を白色の×印，有孔虫が産出した地点を黒色の×印で示した．その中で

も，浮遊性有孔虫が産出した地点については試料番号を示した．断面図の縦横比は 1:1 であ

る． 
（グレースケール，左右長 14 ㎝に印刷） 
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図 3　 年 代 指 標 種 の 電 子 顕 微 鏡 写 真．1a-c: 
Paragloborotalia continuosa右巻き個体，試料 HZ-
297. 2a-c: Paragloborotalia continuosa 左巻き個体，
試料 HZ-297. 3a-b: Praeorbulina sicana，試料 HZ-
297．左下のスケールバーは 100μmを示す

図 2　 浮遊性有孔虫が産出した露頭周辺のルート柱状図．
岩相の凡例は図 1を参照．試料番号の BFは底生
有孔虫のみを産出した試料を，×は有孔虫が産出
しなかった試料を示す

 
図 2 浮遊性有孔虫が産出した露頭周辺のルート柱状図．岩相の凡例は図 1 を参照．試料番

号の BF は底生有孔虫のみを産出した試料を，×は有孔虫が産出しなかった試料を示す． 
 
（グレースケール，左右長 7cm に印刷） 

 

図 3 年代指標種の電子顕微鏡写真．1a-c: Paragloborotalia continuosa 右巻き個体，試料 HZ-
297. 2a-c: Paragloborotalia continuosa 左巻き個体，試料 HZ-297. 3a-b: Praeorbulina sicana, 試
料 HZ-297. 左下のスケールバーは 100μm を示す． 
（グレースケール，左右長 7cm に縮小印刷） 
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表 1　産出した浮遊性有孔虫化石表 1 産出した浮遊性有孔虫化石  
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